
令手Π 8 年度豊橋技術科学大学大学院工学研究科博士前期課程

外国人留学生入試入学者選抜学力検査問題

数学及び情報にっいて,博士前期課程入学者としての基礎的な理鄭力とその
応用力を測る問題を出題した。

基礎科目(情報

[1]代数および解析の基本的な理解とその応用力を試す問題である。(1)は,基本
的な数式の変換問題である。数式を変換できる基礎能力を測れることを期待した。

待した。(3)は,行列を対角化する問題である。行列を対角化する数学的知識とー
列の計算能力を測れることを期待した。(4)は(3)の対角化を利用し車立微八方チ0
式が比較的容易に計算できるかを試す問題であり,対角化の微八方程式への応用
力を測れることを期待した。

知能工学専攻)

るo a)は順列の考え方を用いて,場合の数の正確な把握能力を測ることを期寺
した。(2)は条件を満たす組み合わせを列挙し,重複度を考慮した組み△わせ問

題の計算能力を問う問題で,(3)は最大値という統計量に関する確率を余事象の
考え方を用いて求める問題で,(2)および(3)とも確率の基本的な性質の理郁度が
測れることを期待した。(4)は独立試行の反復における少なくとも 1 回の事象発
生確率を求める問題であり,余事象を用いた確率計算の応用力を測れることを期
待した0 (5)は確率変数の和に関する期待値と分散の計算ができるかを試す問題
で,確率論の理論的な理解と計算処理能力の両面を測れることを期待した。

『出題の意図』

[3]数式を使って表現された文章から実際の処理を理解する,戸報処理の牝力およ

び,その処理の手続きを整理具体化する能力を問う問題である。(1)は久件の

ある手続きにっいて処理を進められるかを問う問題で,条件を考慮して処理を隹

める能力が測れることを期待した。(2)は,処理結果から必要な手続きを明確に
する問題で,必要な手続きを整理具体化できる能力が測れることを期待した。
(3)は,多数の条件下で複数の手続きに拡張した処理を進められるかを問う問題
で,より複雑な条件で処理を進める能力が測れるととを期待した。(4)は(3)の処

理にっいて,指定された結果を得るためにどのような処理が進められたかを確契
する問題で,処理内容の正確な理解力が測れることを期待した。

不可欠な

力を試す

こ関するイテ亙

システム

ある

こ関する基礎的な

レを算出する固有べク

確率の

と
期をとと

る
る
あ
れⅡ
で
潰

「
＼

ノト ゛
)力

あ
]2[

口

よ こ

Ⅱ

)2(

と

0

一

゛

と

Ⅱ亙テ1


